
【2021 年 4 ⽉〜2025 年 3 ⽉までに当院の訪問診療を受けた、65 歳以上でがん終末期の 
⼀⼈暮らしをされていた⽅のご家族の皆様へ】 

 
 

現在、当院では以下の研究を実施しておりますので、ご案内申し上げます。 
 
本研究は、医学系倫理審査委員会の承認および機関の⻑の許可を受けた上で実施しており
ます。 
本研究へのご参加は、故⼈のご家族様のご意向に基づく⾃由な意思により判断いただけま
す。同意いただけない場合でも、不利益を被ることは⼀切ありません。 
本研究の対象に該当する可能性のある⽅のご家族様で、ご本⼈の診療情報を研究⽬的で使
⽤されることを望まれない場合、または研究の詳細についてお知りになりたい場合は、下
記の問い合わせ先までご連絡ください。 
 
【研究概要】 
1．該当者 
 2021 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2025 年 3 ⽉ 31 ⽇までに、当院の訪問診療を受けた 65 歳以上で、が
ん終末期の⼀⼈暮らしをされ、すでにご逝去された⽅ 
 
2．研究課題名 
在宅医療に従事する専⾨職が独居⾼齢終末期がん患者に対し療養の場選択に関連する⽀援 
実践内容の観察研究  
 
3．実施予定期間 
 医学系倫理審査委員会の承認⽇(※受付番号 2025-08) から 2027 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
 
4．実施機関 
 めぐみ在宅クリニック 
 
5．研究責任者 
 洲

す
濱
はま

 良⼦
りょうこ

（めぐみ在宅クリニック地域連携室、緩和ケア認定看護師） 
 
6．使⽤する診療情報 
 電⼦カルテに記載された患者様の背景情報（年齢・性別・疾患名・初診⽇・⼊院⽇・死亡
⽇・⾝体所⾒等）および、診療録に記載された在宅療養を阻害する因⼦と、それに対する対
応内容に関する情報 



7．研究の⽬的 
 本研究では、がん終末期の独居⾼齢者に対して、在宅療養に従事する専⾨職（医師、看護
師、相談員、管理栄養⼠）が療養の場の選択に際してどのような⽀援実践を⾏っているのか、
またその中で明らかとなる課題について観察研究を通じて検討することを⽬的としていま
す。 
 
8．研究の意義 
 わが国は超⾼齢社会を迎えており、今後さらに独居⾼齢者の増加が予想されます。特にが
ん終末期において在宅での療養を希望される場合、⾝体状態の変化と向き合いながらさま
ざまな⽀援を受けていく必要があります。 
 在宅療養を⽀える専⾨職は、患者さまの希望に寄り添おうとする中で、さまざまな実践を
積み重ねています。これらの⽀援内容を明らかにし、今後の⽀援の質向上につなげることを
⽬指しています。 
 
9．研究⽅法 
 対象となる患者様の電⼦カルテ記録を⽤いて、背景情報とともに、療養の場の選択に関す
る⽀援場⾯に焦点を当て、在宅療養に従事した専⾨職による実践内容を抽出します。特に、
在宅療養を阻害する因⼦と、それに対して「誰が」「どのように」対応したのかを記録から
分析します。なお、本研究では在宅療養に従事した医療従事者に対して、該当する診療録を
もとに⽀援内容の振り返りをお願いする場合がありますが、診療録の使⽤に際しては、個⼈
情報の保護とプライバシーへの配慮に万全を期します。 
 
10．予測される結果 
本研究は、今後、がん終末期を迎える独居⾼齢者が、希望する場所で在宅療養を継続できる
ための⽀援のあり⽅を検討するものであり、その知⾒は今後の⽀援体制の構築に資する可
能性があります。また、⽀援に関する専⾨職の実践や判断過程を明⽂化することで、在宅医
療学の発展や実践教育に対する⽰唆が得られることも期待されます。 
 
 なお、本研究に関連して、ご家族様や親しい⽅に新たにアンケート等の調査を⾏うことは
ありません。研究に関して情報利⽤を希望されない場合は、その意思を尊重し、研究対象か
ら除外することが可能です。また、記録内容を通じて故⼈を想起し、哀悼の念を抱かれるな
ど、感情的な不快感が⽣じる可能性もありますが、⾝体的な被害は伴わないと考えられます。 
 
11．公表 
 本研究の成果は、今後、学会発表や医学系学術雑誌への論⽂投稿等の形で公表する予定で
す。個⼈が特定されることのないよう、⼗分に匿名化したうえで発表を⾏います。 



 
12．プライバシーの保護 
以下の⽅法により、患者様の個⼈情報とプライバシーの保護に最⼤限配慮いたします。 
 ① ⽒名などの個⼈情報は、研究 ID（番号）に置き換えて匿名化します。 
 ② 記述に個⼈が特定される固有名詞が含まれる場合は、記号等に置き換えます。 
 ③ 収集した情報は、研究責任者が匿名化処理を⾏った上で、パスワード保護されたクリ
ニック内のパソコンにて厳重に管理します。 
 ④ 論⽂掲載や学会発表の際には、個⼈が特定される情報が含まれないよう匿名化処理を
徹底します。 
 
13．研究同意に関する⼿続き 
① 対象となる患者様は、⽣前に提出された「訪問診療同意書」において、診療情報の研究
利⽤について包括的に同意されており、かつ既に逝去されていることから、本研究ではオプ
トアウト⽅式を採⽤しています。 
② 研究の概要については、当院のホームページ上に掲載し、情報の利⽤を希望されない場
合は、研究責任者までご連絡いただければ、研究対象から除外いたします。その場合でも、
ご家族様が不利益を被ることは⼀切ありません。 
③ ホームページへの掲載内容は以下の項⽬です： 
 1. 研究課題名／2. 研究期間／3. 研究の意義・⽬的／4. 対象となる⽅／5. 研究に⽤いる
試料・情報／6. 研究⽅法／7. 利益相反について／8. 研究施設および責任者／9. 問い合わ
せ先 
 
14．利益相反 
 本研究に関連して、研究責任者および共同研究者において、特定の企業や営利団体との間
に利益相反関係はありません。 
 
15．費⽤負担 
本研究に参加いただくことによるご家族様の費⽤負担は⼀切ございません。 
 
16．問い合わせ先 
本研究に関するお問い合わせにつきましては、下記までご連絡ください。 
めぐみ在宅クリニック 地域連携室（担当：洲

す
濱
はま

良⼦
りょうこ

 看護師） 
〒246-0037 神奈川県横浜市瀬⾕区橋⼾ 2丁⽬ 4-3 
電話： 045-300-6630（平⽇ 9:00〜17:30） 


